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問　

有
害
鳥
獣
駆
除
費
の

成
果
を
ど
う
み
る
か
。

市
長　

成
果
は
あ
が
っ
て

い
る
と
思
う
。

問　

電
気
牧
柵
補
助
金
の

要
綱
を
見
直
し
て
被
害
を

防
ぐ
べ
き
で
は
。

市
長　

今
の
と
こ
ろ
要
綱

の
見
直
し
は
考
え
て
な

い
。

問　

増
え
続
け
る
イ
ノ
シ

シ
被
害
を
農
家
は
ど
う
す

る
の
か
。

市
長　

国
県
に
対
し
て
要

望
し
て
い
く
。

問　

イ
ノ
シ
シ
と
豚
コ
レ

ラ
の
因
果
関
係
は
。

市
長　

今
回
の
感
染
拡
大

の
原
因
と
し
て
、
イ
ノ
シ

シ
や
野
生
動
物
が
ウ
イ
ル

ス
を
媒
介
し
た
可
能
性
が

高
い
と
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
有
機
セ
ン
タ
ー

問　

施
設
の
増
設
計
画
は
。

市
長　

令
和
２
年
度
、
堆

肥
舎
４
０
０
㎡
の
増
設
と

堆
肥
運
搬
車
、
堆
肥
散
布

車
及
び
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー

を
整
備
す
る
。

問　

原
料
搬
入
等
の
問
題

は
解
決
す
る
の
か
。

市
長　

全
て
は
解
決
し
な

い
。

空
き
地
問
題

問　

内
村
工
業
団
地
内
の

土
地
購
入
額
は
。

市
長　

す
て
き
ナ
イ
ス
グ

ル
ー
プ
㈱
よ
り
８
７
９
６

万
円
の
同
額
で
買
い
戻
し

た
。

問　

ア
ヤ
ベ
㈱
九
州
工
場

跡
地
活
用
は
ど
う
す
る
の

か
。

市
長　

企
業
誘
致
を
検
討

し
て
い
る
。

市
長　

面
積
の
足
り
な
い

場
合
は
、
隣
接
地
協
力
し

て
電
気
柵
の
設
置
を
お
願

い
し
た
い
。

問　
猟
友
会
に
対
し
て
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
と
の
関
わ

り
は
ど
う
思
う
か
。

市
長　

猟
期
内
の
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
は
使
用
で
き
る
が
、

猟
期
外
の
使
用
は
違
法
で

あ
る
。

問　

有
害
鳥
獣
駆
除
に
猟

友
会
は
命
が
け
で
協
力
し

て
い
る
が
無
線
な
し
補
償

な
し
で
ど
う
す
る
の
か
。

市
長　

簡
易
無
線
の
貸
与

を
推
奨
し
た
が
断
ら
れ
た
。

問　

猟
友
会
は
電
波
が
届

く
距
離
が
短
く
断
っ
た
。

電
波
の
届
く
合
法
無
線
を

取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
。

渡渡
わたわた
辺辺
なべなべ
　　利利

としとし
治治
はるはる

（創政会）（創政会）

柵の無い所に行こーっと !!

ちょっとひとりごと

被害は元から
断たなきゃダメ

本 議 会
一般質問の様子

農作物被害を減らす
対策を

市長／検討する

6曽於市議会だより№ 59　令和 2年 1月31日発行



徳徳
とくとく
峰峰
みねみね
　　一一

かずかず
成成
なりなり

（日本共産党）（日本共産党）

大隅、財部地区での
アンケート結果を尊重
した、市役所再編を
市長／検討する 本 議 会

一般質問の様子

問　

支
所
再
編
は
、大
隅
、

財
部
地
区
の
市
民
の
理
解

と
納
得
が
不
可
欠
で
あ
り
、

合
わ
せ
て
行
財
政
の
効
率

化
論
だ
け
で
結
論
を
出
す

べ
き
で
は
な
い
。

市
長　

基
本
的
に
は
同
じ

考
え
で
あ
る
。

問　

大
隅
、
財
部
地
区
で

の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、

教
育
委
員
会
や
福
祉
事
務

所
な
ど
を
末
吉
本
庁
に
移

す
こ
と
に
は
、
過
半
数
の

市
民
が
反
対
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
の
市
の
対

応
は
こ
う
し
た
冷
厳
な
る

結
果
を
尊
重
し
て
い
な
い

で
は
な
い
か
。

市
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
必

ず
し
も
束
縛
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。

問　

予
算
を
使
っ
て
市
民

３
千
人
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
は
、
最
も
民
主
的

で
客
観
的
な
民
意
を
把
握

で
き
る
や
り
方
で
は
な

か
っ
た
の
か
。
な
ぜ
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
尊
重

し
な
い
の
か
。

市
長　

市
民
説
明
会
な
ど

で
了
解
を
い
た
だ
い
て
き

て
い
る
。

問　

私
の
質
問
に
、
真
正

面
か
ら
答
弁
し
て
い
な
い
。

今
後
市
は
、給
食
セ
ン
タ
ー

ま
で
末
吉
地
区
に
集
約
す

る
計
画
で
あ
る
。
一
方
、

合
併
後
特
に
大
隅
、
財
部

地
区
の
人
口
減
少
が
著
し

い
。

　
こ
う
し
た
中
で
、大
隅
、

財
部
地
区
の
民
意
に
沿
わ

な
い
や
り
方
で
支
所
再
編

を
強
引
に
行
う
と
、
市
民

の
分
断
を
広
げ
る
こ
と
に

な
ら
な
い
か
。

　
こ
の
た
め
市
は
、
古
く

な
っ
た
支
所
の
建
て
替
え

を
先
行
し
て
行
い
、
末
吉

本
庁
へ
の
教
育
委
員
会
や

福
祉
事
務
所
な
ど
の
集
約

は
、
機
が
熟
し
た
ら
改
め

て
市
民
に
問
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長　

財
政
な
ど
考
え
た

場
合
、
今
し
か
な
い
。
今

後
も
市
民
に
説
明
し
て
行

き
た
い
。

ちょっとひとりごと

大隅、財部地区での
アンケート結果を無視し
た支所再編は中止と見直
しを

合併時から現在までの人口の推移
末吉地区 大隅地区 財部地区 全体

平成17年 7月
（合併時） 20,330 13,050 10,688 44,068

令和元年10月
（現在） 17,239 9,708 8,229 35,176

人口減少 ▲3,091 ▲3,342 ▲2,459 ▲8,892
人口減少率 15％ 25％ 23％ 20％

（人）

7 ☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



フッ化物洗口導入、
学校実施中止を

市長／両論あるので強制はできない

ちょっとひとりごと

フッ化物洗口、
メリット・
デメリットは
しっかりと
説明を

問　

フ
ッ
化
物
の
長
期
使

用
は
、
知
能
低
下
・
癌
・

骨
硬
化
症
な
ど
の
原
因
と

な
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

保
健
課
長　

用
法
・
容
量

を
守
り
多
量
に
摂
取
し
な

け
れ
ば
人
体
に
影
響
は
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。

問　

集
団
洗
口
の
問
題
点

も
あ
る
、
劇
薬
で
あ
る

フ
ッ
化
物
を
使
っ
て
の
洗

口
は
中
止
し
て
欲
し
い
。

市
長　

両
論
あ
る
の
で
市

と
し
て
強
制
は
で
き
な
い
。

し
て
頑
張
っ
て
も
ら
う
よ

う
支
援
し
て
い
く
。

問　

母
子
家
庭
や
単
身
者

の
住
宅
入
居
要
件
は
限
ら

れ
て
い
る
。
も
う
少
し
大

き
く
広
げ
ら
れ
な
い
か
。

市
長　

市
営
住
宅
は
同
居

要
件
等
公
営
住
宅
法
で
定

め
ら
れ
て
い
る
。
市
独
自

の
建
物
は
市
の
判
断
で
で

き
る
も
の
も
あ
る
の
で
、

今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
入
居
要

件
を
わ
か
り
や
す
く
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
し

て
い
く
。

問　

移
住
・
定
住
の
各
課

連
携
、
窓
口
の
一
本
化
は

で
き
な
い
か
。

市
長　

受
け
入
れ
態
勢
が

整
っ
て
な
い
の
で
、
ま
だ

力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

不
動
産
業
者
と
連
携
を
と
っ

て
い
く
。

問　

単
身
者
・
子
育
て
世

代
の
移
住
な
ど
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
が
。

市
長　

１
～
２
年
低
家
賃

で
住
ん
で
体
験
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
施
設
の
充
実

を
し
て
い
く
。

移
住
・
定
住
対
策
は

問　

就
農
希
望
者
が
相
談

に
行
く
と
、
窓
口
で
機
械

や
土
地
、
資
金
、
住
居
確

保
が
あ
る
の
か
と
問
わ

れ
、
ま
っ
た
く
相
談
に
な

ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

就
農
希
望
者
は
、
ゼ
ロ
か

ら
の
出
発
で
初
め
て
で
あ

る
。
柔
軟
な
対
応
は
出
来

な
い
か
。

市
長　

農
業
公
社
に
相
談

し
た
り
、
市
内
の
農
地
や

住
宅
を
準
備
し
た
り
し
て

受
け
入
れ
態
勢
を
具
体
的

に
し
て
い
く
。

問　

農
地
を
借
り
る
に
も

下
限
面
積
が
あ
る
が
。

市
長　

農
地
付
き
住
宅
を

増
や
し
て
、
初
期
投
資
を

す
る
の
で
は
な
く
将
来
を

見
込
ん
で
作
物
の
選
定
を

松松
まつまつ
ノノ
のの
下下
したした
　いずみ　いずみ

（誠和会）（誠和会）

むし歯予防は歯磨きと食習慣で

空き家になった地域振興住宅（大川原団地）

曽於市議会だより№ 59　令和 2年 1月31日発行

本 議 会
一般質問の様子
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九九
くく
日日
にちにち
　　克克

かつかつ
典典
のりのり

（創政会）（創政会）

スマート農業推進方針
は策定されているか

市長／今後動向を見ながら策定につい
て検討する

問　

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進

方
針
の
策
定
は
。

　
市
長　

現
在
の
と
こ
ろ
策

定
し
て
は
い
な
い
が
、
県

が
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
協

議
会
で
実
証
試
験
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
そ
の
動
向

を
見
な
が
ら
策
定
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

問　

ス
マ
ー
ト
農
業
を
導

入
し
、
取
り
組
ん
で
い
る

農
家
は
何
件
程
か
。

市
長　

耕
種
農
家
は
な
い

が
畜
産
農
家
で
個
人
24
件
、

法
人
５
件
が
取
り
組
ん
で

い
る
。

問　

国
で
は
農
業
の
将
来

像
に
つ
い
て
、
き
つ
い
作

業
、
危
険
な
作
業
か
ら
の

解
放
で
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ

を
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、

市
で
導
入
す
る
考
え
は
な

い
か
。

市
長　

財
政
的
に
負
担
が

大
き
い
の
で
現
在
の
と
こ

ろ
導
入
の
考
え
は
な
い
。

教
育
行
政

問　

技
術
立
国
日
本
と
し

て
発
展
し
義
務
教
育
の
基

礎
の
一
つ
と
し
て
図
工
が

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　

表
現
や
鑑
賞
の

活
動
を
通
し
て
、
造
形
的

な
見
方
や
考
え
方
を
働
か

せ
、
生
活
や
社
会
の
中
の

形
や
色
な
ど
と
豊
か
に
関

わ
る
資
質
、
能
力
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
指
し
た
教

科
で
あ
る
。

問　

図
工
の
授
業
を
普
通

教
室
で
行
っ
て
い
る
小
学

校
が
あ
る
。
２
０
２
０
年

か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
も
必
修
化
さ
れ
る
。
創

造
力
、
集
中
力
、
観
察
力

等
独
創
性
が
求
め
ら
れ
る

図
工
が
普
通
教
室
で
の
授

業
は
問
題
な
い
か
。
特
別

教
室
の
施
設
整
備
は
で
き

な
い
か
。

教
育
長　

図
工
室
を
設
置

し
て
い
な
い
小
学
校
は
６

校
あ
り
、
特
に
支
障
は
無

い
。
今
後
、
学
校
校
舎
の

改
築
や
大
規
模
改
修
工
事

が
発
生
し
た
時
に
は
検
討

す
る
。

ちょっとひとりごと

ユニークな創造力と
ひらめき力が育まれる

環境を

重労働から解放するアシストスーツ

普通教室での図工授業

本 議 会
一般質問の様子

9 ☆曽於市議会では、インターネットによるライブ中継や録画放送を行っています。



今今
いまいま
鶴鶴
づるづる
　　治治

はるはる
信信
のぶのぶ

（新生会）（新生会）

問　

少
子
化
対
策
と
し
て

以
前
質
問
し
た
が
、
顕
微

授
精
の
前
に
人
工
授
精
に

よ
る
不
妊
治
療
に
も
市
の

助
成
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

不
妊
治
療
さ
れ
る

方
の
負
担
軽
減
や
少
子
化

対
策
と
し
て
来
年
度
か
ら

実
施
方
向
で
考
え
て
い

る
。

問　

具
体
的
な
内
容
は
。

保
健
課
長　

市
単
独
事
業

と
し
て
２
年
間
を
限
度
に

１
年
に
５
万
円
助
成
す
る

予
定
で
あ
る
。

市
民
祭

問　

市
民
祭
の
テ
ン
ト
利

用
料
値
上
げ
の
理
由
は
。

市
長　

昨
年
は
、飲
食
ブ
ー

ス
７
千
円
と
一
般
ブ
ー
ス

４
千
円
の
利
用
料
だ
っ

た
。
差
額
が
３
千
円
は
大

き
す
ぎ
る
と
い
っ
た
意
見

が
あ
り
、
今
年
は
一
般

ブ
ー
ス
を
５
千
円
と
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

市
民
祭
を
盛
り
上
げ

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
、ほ
と
ん
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
ブ
ー
ス
に
出
品
さ
れ

て
い
る
。
利
用
料
が
高
す

ぎ
る
と
い
う
意
見
が
多

い
。
自
前
の
テ
ン
ト
の
持

ち
込
み
の
許
可
や
利
用
料

を
下
げ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
長　

今
後
、
実
行
委
員

会
等
の
意
見
を
聞
い
て
可

能
な
ら
ば
見
直
し
て
い
く
。

定
住
促
進
対
策

問　

振
興
住
宅
の
空
き
家

の
現
状
は
。

市
長　

大
隅
笠
木
第
３
団

地
１
戸
、
財
部
大
川
原
団

地
１
戸
、
末
吉
諏
訪
団
地

２
戸
の
計
４
戸
で
あ
る
。

問　

空
き
家
に
市
外
か
ら

転
入
さ
れ
る
方
が
入
居
を

希
望
し
た
が
、
公
募
期
間

外
で
断
念
さ
れ
た
。
も
う

少
し
条
件
を
緩
和
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

大
休
寺
副
市
長　

今
後
、
空

き
家
に
関
し
て
は
条
例
を

見
直
し
て
地
元
住
民
も
入

居
可
能
に
な
る
よ
う
に
検

討
す
る
。

不妊治療の人工授精に
対する助成は

市長／来年度から実施の方向で
　　　考えている

ちょっとひとりごと

少子化対策は
きめ細やかに

曽於市議会だより№ 59　令和 2年 1月31日発行

本 議 会
一般質問の様子

空き家になった地域振興住宅（諏訪団地）

過去 5 年間の出店数の推移

出
店
数

H27 H28 H29 H30 R1

71 70 66 67 62
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渕渕
ふちふち
合合
あいあい
　　昌昌

まさまさ
昭昭
あきあき

（新生会）（新生会）
本 議 会
一般質問の様子

アヤベ㈱九州工場跡地
に企業誘致を

市長／構造物があるため、条件等につ
いて現在、交渉中である

☆誰もが政治家に寄附を求めることは禁止されています。（公職選挙法より）

問　

企
業
誘
致
を
前
提
と

し
て
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

用
地
を
購
入
す
る

事
に
な
っ
た
ら
、
地
域
の

雇
用
確
保
や
産
業
振
興
に

つ
な
が
る
企
業
等
の
誘
致

に
取
り
組
む
考
え
で
あ
る
。

胡
摩
地
区
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
予
定
地
跡
地

問　

３
月
議
会
一
般
質
問

の
答
弁
で
、
子
ど
も
た
ち

が
自
由
に
遊
べ
る
公
園
を

検
討
す
る
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
が
検
討
さ
れ
た
か
。

市
長　

地
元
か
ら
も
サ
ッ

カ
ー
場
の
要
望
が
あ
り
、

企
業
誘
致
を
含
め
て
総
合

的
に
検
討
し
て
い
る
。
杉

の
木
が
立
っ
て
お
り
伐
採

を
す
る
よ
う
指
示
し
て
い

る
。

学
校
教
育

問　

２
学
期
が
始
ま
っ
て

か
ら
学
校
を
休
む
生
徒
は

い
な
か
っ
た
か
。

教
育
長　

７
日
間
以
上
の

欠
席
者
は
、
小
学
校
で
は

夏
休
み
前
後
増
減
は
な
く

４
人
で
、
中
学
校
で
は
７

月
が
15
人
に
対
し
て
９
月

が
17
人
で
あ
り
、
休
み
前

後
２
人
増
加
し
て
い
る
。　

問　

市
内
小
、
中
学
校
で

い
じ
め
は
な
か
っ
た
か
。

教
育
長　

４
月
か
ら
10
月

ま
で
の
い
じ
め
の
認
知
件

数
は
、
小
学
校
73
件
、
中

学
校
29
件
で
重
大
事
態
と

な
っ
た
い
じ
め
は
発
生
し

て
い
な
い
。

問　

市
内
小
・
中
学
校
３

年
間
の
学
力
状
況
は
。

ちょっとひとりごと

明るい学生生活を
送ろう

平成29年度小学校

■全国平均　　■本市平均

0

20

40

60

80

国語A 算数A国語B 算数B

平成30年度小学校

■全国平均　　■本市平均

0

20

40

60

80

国語A 算数A国語B 算数B

平成29年度中学校

■全国平均　　■本市平均

0

20

40

60

80

国語A 数学A国語B 数学B

平成30年度中学校

■全国平均　　■本市平均

0

20

40

60

80

国語A 数学A国語B 数学B

令和元年度

■全国平均　　■本市平均

0

20

40

60

80

小/国語 中/国語小/算数 中/数学

本年度から国語と算数・数
学のA、Bが統合された
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岩岩
いわいわ
水水
みずみず
　　豊豊

ゆたかゆたか

（新生会）（新生会）

問　

曽
於
市
を
代
表
と
し

て
賛
同
・
呼
び
か
け
人
と

し
て
参
加
し
た
の
か
。

市
長　

曽
於
市
長
と
し
て

賛
同
参
加
し
た
が
、
当
日

は
公
務
の
た
め
出
席
し
て

い
な
い
。

問　

今
回
、「
全
国
首
長

９
条
の
会
」
参
加
の
言
動

は
市
民
が
同
じ
考
え
を
持

つ
と
世
間
は
見
る
な
ど
、

市
民
に
大
き
な
影
響
を
あ

た
え
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

影
響
を
与
え
た
と

は
思
っ
て
い
な
い
。

問　

こ
の
会
は
９
条
改
憲

反
対
や
自
衛
隊
員
募
集
の

自
治
体
へ
の
強
制
反
対
を

決
め
た
と
あ
る
が
、
自
衛

隊
員
募
集
に
は
協
力
す
る

の
か
。

市
長　

協
力
す
る
つ
も
り

で
あ
る
。

本
庁
・
支
所
再
編

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

率
35・２
％
と
少
な
い
が
。

市
長　

３
千
人
を
対
象
に

実
施
し
た
が
、
１
０
５
６

人
の
回
答
が
あ
り
、
結
果

は
信
頼
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

問　

本
庁
機
能
へ
の
変
更

が
48
％
で
過
半
数
を
超
え

て
い
な
い
。
そ
の
他
の
回

答
は
次
の
と
お
り
。

市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
て

い
る
と
は
思
え
な
い
が
、

計
画
通
り
支
所
再
編
を
進

め
る
の
か
。

市
長　

理
解
を
求
め
、
計

画
通
り
進
め
た
い
。

問　

設
問
に
、
本
庁
の
場

所
は
ど
こ
が
い
い
か
が
、

な
か
っ
た
。

市
長　

設
問
に
入
れ
て
も

結
果
は
、
末
吉
と
な
る
こ

と
は
、
決
ま
っ
て
い
る
。

ア
ヤ
ベ
㈱
九
州
工
場
跡
地

問　

跡
地
購
入
計
画
は
。

市
長　

企
業
誘
致
と
し
て

購
入
し
た
い
。

問　

土
地
開
発
公
社
が
取

得
し
て
い
る
未
利
用
土
地

は
。

市
長　

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

問　

不
要
な
土
地
に
な
ら

な
い
よ
う
に
。

八
木
副
市
長　

慎
重
に
対

応
す
る
。

「全国首長 9条の会」
参加

市長／曽於市長、公人として賛同

ちょっとひとりごと

再編で大隅、財部が
さびれないように！

曽於市議会だより№ 59　令和 2年 1月31日発行

本 議 会
一般質問の様子

アンケート結果（抜粋）
設問 賛成

一部分庁方式から
本庁方式移行 48.0

末吉本庁増築 32.8
大隅支所・大隅中
央公民館建て替え 56.7

財部支所建て替え 37.8

（％）

土地開発公社所有地
場所 筆数 面積㎡

末吉町上町 4 2,911
末吉町菅渡 1 5,172

内村工業団地 2 32,251
合　計 7 40,334
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宮宮
みやみや
迫迫
さこさこ
　　勝勝

まさるまさる

（日本共産党）（日本共産党）

「首長 9条の会」に
参加したのか

市長／当日は参加はしていない
　　　賛同しただけである

☆議会中継をパソコンやスマートフォン、タブレット等で視聴できます。

本 議 会
一般質問の様子

問　
新
聞
に
「
首
長
９
条

の
会
」
曽
於
市
長
ら
参
加

と
載
っ
た
が
、
実
際
に
参

加
し
た
の
か
。

　
市
長　

こ
の
日
の
会
に
参

加
は
し
て
い
な
い
。
９
条

を
守
る
こ
と
は
大
切
な
事

で
あ
り
会
に
賛
同
し
た
。

問　

新
聞
社
よ
り
取
材
は

あ
っ
た
の
か
。

市
長　

取
材
は
な
か
っ
た
。

問　

憲
法
は
国
民
が
国
に

対
し
て
発
し
た
命
令
書
で

あ
る
。
第
99
条
で
「
天
皇

又
は
、
摂
政
及
び
国
務
大

臣
、
国
会
議
員
、
裁
判
官

そ
の
他
公
務
員
は
、
こ
の

憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す
る

義
務
を
負
う
」
と
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
憲
法
を
活

か
し
た
市
政
運
営
が
大
事

だ
と
思
う
が
。

市
長　

市
民
の
安
心
・
安

全
を
守
る
た
め
に
も
憲
法

を
活
か
し
た
市
政
運
営
は

大
切
だ
と
思
う
。

補
聴
器
購
入
に
公
的
補
助
を

問　

言
葉
が
聞
こ
え
に
く

く
な
る
と
認
知
機
能
が
低

下
し
、
人
前
に
出
る
の
が

お
っ
く
う
に
な
り
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
支
障

が
出
て
社
会
的
に
孤
立
す

る
こ
と
で
認
知
症
の
リ
ス

ク
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
市
長
の
見
解
は
。

市
長　

難
聴
は
高
血
圧
や

肥
満
、
糖
尿
病
な
ど
と
、

と
も
に
認
知
症
に
至
る
原

因
の
ひ
と
つ
に
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

問　
加
齢
性
難
聴
者
の
補

聴
器
購
入
に
市
独
自
の
補

助
を
求
め
た
い
。

市
長　

全
国
の
自
治
体
に

よ
っ
て
は
、
購
入
助
成
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。今
後
調
査
し
た
い
。

車
イ
ス
で
入
れ
る
ト
イ
レ
を

問　

こ
れ
か
ら
建
設
が
予

定
さ
れ
て
い
る
各
支
所
、

各
中
央
公
民
館
等
に
は
、

車
イ
ス
で
入
れ
る
ト
イ
レ

の
設
置
を
求
め
た
い
。

市
長　

車
イ
ス
利
用
者
が

入
れ
る
多
目
的
ト
イ
レ
の

設
置
を
計
画
し
て
い
く
。

市
道
の
改
善
を

問　

財
部
の
市
道
正
部
・

十
文
字
線
は
拡
幅
整
備
が

進
ん
だ
結
果
大
型
車
の
交

通
量
が
増
え
、
地
元
住
民

か
ら
住
宅
の
振
動
、
交
通

事
故
を
心
配
す
る
声
が
、

上
が
っ
て
い
る
。対
策
は
。

スピードを落としてください

ちょっとひとりごと

市民の安心・安全を守る
ためにも憲法を活かした
市政運営を

市
長　

車
道
に
工
作
物
を

設
置
し
、
通
行
部
分
を
局

所
的
に
狭
め
、ド
ラ
イ
バ
ー

に
減
速
を
促
す
対
策
を

と
っ
た
。
一
定
の
効
果
が

あ
る
と
思
う
。
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